





Dietary Studies of Preschool Children in Japan (Part 9)
Changes in Nutritional Status of Preschool Children in a 
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他菜 類 類 類 類
?
類
工968 162 29 6 5 90 47 43 47 191 2 47 32 35 93? 1973167 43 8 S 34 44 27 451 68 1 34 17 38 170
変動指数 103 148 133 160 38 94 63 960 36 50 72 53 109 183
工968 150 12 2 3 66 29 4 1工3 工54 1 16 10 55 140
夏 工973 199 64 6 13 46 33 17 118 253 2 32 27 30 140
変動指数 133 533 300 433 69 1工4 425 104 164 200 200 270 55 100
1968217 30 6 6 89 57 8 102 工go 4 37 10 51 114
秋 1973204 77 7 7 55 36 25 152232 1 51 24 33 155
変動指数 94 257 117 117 62 63 313 149 122 25 138 240i　65136
1968165 74 5 3 66 49 25 83 工40 4 42 10 26 78?、
1973194 77 8 9 48 哩9 21 93 238 3 4S 24 26 122
変動指数 工18 104 160 300 73 10⑪ 麗 112 171 75 114 24⑪ 100 156
無 1968174 36 5 4 78 46 20 86 169 3 36 16 42 106
平 1973工91 65 7 9 46 41 23 20農 198 2 41 23 32 14’均 変動指数 110 181????? 231 59 89 工13 237u7 66 115 144 76 138






























































































































































































































































































































































































































熱　　　　量 89 84 89 101 99 102 85 89 9工 96
総たん白質 92 91 89 101 10工 108‘ 8窪 105 92 101
動物性たん白質 67 77 62 82 77 gs 64 85 6S S6
脂　　　　　肪 123 83 go 120 102 106 94 110 102 105
カルシウ，ム 67 88 77 104 69 98 、?? 93 73 96
鉄 126 109 93 97 135 98 U6 106 工18 103
ビタ　ミ　ンA 63 73 70 46 59 57 47 53 60 57
ピタ　ミ　ソB1 83 77 74 91 7‘ 92 76 86 77 87
ビタ　ミ　ンB2 87 74 104 75 109 81 100 74 100 76
ビタ　ミ　ンC 126 116 133 235 144 161 133 201 134 178

















































































































































































































????? ???????? ? ? ??????
1　・8・｝都市近郊農村　幼　　　児　　　・エ・1　　　・45i　Sgl　エ75i　n71　1441　761　・・51　・3Sl　231
山　　　　　i8gl55i・2。lg51941・371村幼 児　　　　　　　ヒ　エ・41エ5 74i　69125・
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E／T　比 2，3242，4392，7942，4452．72与 2，5672，375 2，睦62 2，5462，478
言主・⇔聯一制限アミノ酸を示す．S・含硫六ノ酸，　L・u・・　・・イシソ，　Ly・　：リジソ・T・y・トリプトフ
　　ァソ
6．　体位・体力評価と栄養状態
表12に示すように，目標値に対する身長指数ならびに体重指数はいずれも5年前より低下してお
り，山村幼児の場合よりその低下度は大であった。体力評価は筋持久力がやや低下し，調整力がや
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や良好となったが，平均値は3ユで，5年前と変
らず，中位の成績であったe次に，体位・体力と
栄撞摂取状況との相関性を求めたところ，その相
関係数は低く，一定の傾向を見出すことはできな
かった。
表12　対象幼児の体位・体力評価の変動
　以上の如く，今回は特別に系統立てた栄謎教育
プログラムを施さずに，時代の推移による都市近
郊農村幼児の食生活変容の実態を観察したのであ
るが，’68年から5年後の食糧構成にはそれぞれ
増減いずれかの変動がみられ，その変動度は4．　4
％であった。これは山村幼児の7．6％，新潟県民平均の6．　7％，および全国農家世帯の6．5％と対比
するならば比較的低値であるけれども，先進諸国のα1～0、4％，後進諸国の1．　1・・2．　9％，および本
邦平均の3．4％に比べるならばかなりの変動である。しかしながら，それらの変動は都市近郊盟村
幼児の栄養上の問題点の改善にまでは及んでおらず，緑黄色野菜，乳，卵および肉類などの摂取は
5年前と同様の傾向で基準量を23～54％†回っており，従って，幼児の発育に不可欠の栄養素であ
る動物性たん白質，V．　A，　B1およびB2の充足率はいずれも57～86％に留まっていた。他方，昭
和47年度国民栄撞調査呂）における該食1拓の充足率は，乳類のみが対象児と同様49％であったが・緑
黄色野菜119％，肉類177％，卵類86％と高く，食生活の改善同標に接近しあるいは凌駕しており・
これに照らしてみると，対象児の改善度の低位であることが窺われる。このように，都市近郊農村
の生活環境は社会的にも経済的にもよりよくなり，経済発展による恩恵が浸透しているものの・前
報の山村5）の揚合と同様，その恩恵は必ずしも食生活の改善にまでは反映しておらず・栄養教育の
必要性を再認識させられた。
　本調査期間中に実施した対象世帯の主婦のアンケート調査の結果によると，炊事担当者の献立作
成の基本的条件は40％が「家族の好みを中心に考える」，30％が「家にある材料を使う」・2e％が
　「手間のかからないものを作る」であり，　「栄養中心に考える」のは僅かに10％であった。また・
食事内容の改善意図については，70％の主婦が改善したいとしており、一方，その改善を阻む理由
の第一は「1亡しくて買物や調理の時間がない」（40％），第二は「家族の好みや偏食が多い」（25
％），第三は「改善する具体的方法がわからない」（25％）であった。
　栄養教育の実践に際し最も困惑するのは，現代栄葵学を基本とした食事作りの心構えの涌養と誤
れる食習性の是正である。この二点は，なかなかに他から強制できるものではなく・要は本人．O自
覚なくしてはなしがたい。対象世帯の主婦は農業の基幹労働者として，かっ工場労働者として年中
就労しており，上述のアソケートにみられる如く，主婦が食生活改善意識を持ち得ても時間的・経
済的制約があることは否めない。ちなみに，本調査の終了後一年闇にわたった調査結果を各世帯に
　　　　調盗年度
?@目 工9681973
体位の同標
lに対する
范ｦ　（％）
身　　長
ﾌ　　重
105±3．4
P工O±6．⑪
98±2．0
X6±6．O
休力評価
i3．0を中位とする）
平郷力
ﾘ持久力
u発性
ｲ整力
3．4±O．8
Q，6±0．9
Rユ±o．9
R．4±0．7
3．2±O．7
Q．3±O．8
Rユ±O．9
R．7±0．7
平均値 3．1±O．S 3．1±α8
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還元し，今後の改善策を話し合うため，一堂に会することとした。各世帯の最も都合のよい日に集
会を持っこととしたのであるが，参加は極めて悪かった。その日が好天であったため，キャベツの
収穫等で終田多忙であったとのことである。不参加の各世帯を翌朝訪問したが・711寺30分に主婦は
既に出勤しており，在宅の祖父母に説明して回ったが，今後の食生活改善についての継続教育の具
休案に関する情報は何ら得られなかった。
　要するに，食生活改善の問題点は，対象者の家庭的，経済的，社会的背景の反映により，複雑か
っ多面的である。この事が明らかにされた実態に基く栄養教育の実践を一層困難ならしめている。
栄養教育を進めて行く時に，このような隆路を克服する努力がなされなければならないが，対象家
庭の生活観9確立がまず優先するように思われる・年余にわたる1耽訂謄樋じて・対雛帯の主
婦に「生命と健康」へb価値観が芽生えっつあることを感じており，その小さな灯に限りない期待
を寄せている次第である。
要
?
　幼児栄養をより的確に把握する＃め，1968年度と1973年度の都市近郊農村幼児の栄養状態にっい
て検討を加えた。対象児は4～6歳児10名で四季の・各連続した3日間（通年12日間）の食飯摂取量
を個人別に秤量した。得られた成績は年令別性別栄養所要量ならびに食糧構成韮準と対比し，食糧
構成パターンおよび栄養充足率パターンの5年後の変動については，数値群パターン解析法を適用
して，以下の成績を得た。
〔1｝都市近郊農村幼」尼の摂取食品数は1入1日当り平均17品→23品｝こ増えたが・それは植物性食
品の増加に負うており，動物性食品数は4品で変りなく，間食は3品一ト4品に増えた。
　（2）食品摂販量では，この5年間にどの食品も増滅いずれかの変動が見られ，その変動度は4．　4
％であり，山村幼児の7．6％，新潟県民平均の6，7％，全国農家世帯の6．　5％より低値であるもの
の，全国民平均の3，4％ならびに諸外国の0．1～2．9％に比べるならばかなりの変動である。増加し
た食品はいも類，砂糖，油脂，その他の野菜，肉，および乳類であり，減少した食品は菓子，豆，
および卵類であったが，基準量に対するパターン類似率（87－＞89％）ならびに基準パPt　一一ソとの類
似を低めている主要因（乳類，緑黄色野菜の不足）には5年前とさしたる変化は認麗～難い。
　（3｝栄養充足率（％）は熱量91与96，たん白質92→101，動物性たん白質68－｝86，脂肪102－》105，
カルシウム73→96，鉄118一唯03，V．　A60→57，　V．　Bi　77　r’87，　V．　B2　100→86，　V・C134→178で
あり，所要量とのパターン類似率⑲7→96％）ならびに所要量パPt　一一ソとの類似を低めている主要
因（V．Aの不足，　V．　Cの多量）は5年前のそれと同じである。・
　｛4｝摂取たん白質の質的評価では，動物性たん白質比は35→43％，たん白価は81（S）→84㈲，卯価
は69（S）→74（S），人乳価は88（Ly呂）一・84（Lys），牛乳価は8⑪（Lys）一・77（Lys）にそれぞれ変動
した。
　（5）対象児の体位の目標値に対する比率は身長105±3．　4－，98±2．0，体重110±6．　O－｝96±6．Oとい
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ずれも低下し，山村幼児の低下よりもやや大きい。体力評価は3．　1±O．8→3．1±e．　Sと変らず，中位
の成績であった。
　終りに臨み，本研究に際して終始ご懇篤なご指導とこ校閲を賜りました本学の塚原叡教授に厚く
御礼申し上げます。また調査対象の家庭の方々の一年闇にわたる御協力に深く感謝いたします。
　なお本報告の概要は，日本家政学会第26回総会（1974年10月，東京都）にて講i演した。
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